
埼玉県消防学校 

 

 

消防職員特別教育 

第３０４回幹部特別教育を実施しました 
     

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[期  間] 令和６年９月９日(月)から９月２４日(火）まで 

      １０日間（８０時間） 

[会  場] 埼玉県消防学校 

 

[到達目標] 消防に関する教育指導技法及び安全管理等の高度な知識及び 

      技術を習得し、職場研修等の推進役となれる。 

 

[教育対象] 職場教育等の指導に従事させようとする者で、消防司令補又 

      は消防士長の階級にある原則として４０歳以下の者。 

 

[修 了 者] ２名 





蓮田市消防本部  消防司令補 鈴木 直哉             

修了しての感想 

 10 日間という短い教育課程ではありましたが、私にとって非 

 常に貴重な経験となりました。                   

 今後の消防人生にとって大きなターニングポイントとなる気 

がしてなりません。 

 この課程で得ることができた、知識、教育技法、手法を組織 

に還元し、自らが実践していきたいと思います。     

 期間中多くの皆様に大変お世話になりました。 

 

後輩へのメッセージ 

  幹部特別教育課程では、教育をする側、教育を受ける側、それぞれの視点にたち学ぶ  

 ことができます。 

  教育技法や手法、時には学生の気持ちに寄り添うことで、部下の育成について深く理 

 解することができます。                         

  消防人生について改めて考え直したい方や、教育に興味がある方は、当課程の入校を 

 お勧めいたします。 

 

川口市消防局   消防司令補 須賀 浩之             

修了しての感想 

 幹部特別教育を修了し、指導者と学生双方の視点から物事を 

客観的に見ることの重要性を再認識しました。            

 指導者として、学生に対してどのようなアプローチが効果的 

であるかを学び、適切な指導方法を模索する機会となりました。 

  一方で、学生の立場から見ることで、指導の受け手としての 

 理解や感じるプレッシャーも体感し、指導の難しさとともに、 

 学ぶ側の意欲を引き出すための工夫の必要性を痛感しました。              

 異なる視点を持つことで、よりバランスの取れた指導ができるようになると感じて 

います。 

 この学びを活かし、効果的な指導を実践していきたいと思います。                    

 

後輩へのメッセージ 

 第 304 回幹部特別教育課程では、救助科の指導者と学生の両方の視点から学ぶ絶好の機

会でした。 

 様々な意見に耳を傾けることで、新たな気付きが得られます。 

 今後のキャリアや指導に必ず役立つものとなりますので、積極的に入校されることをお

勧めします。 

 
 

 
 


